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問　

内
原
・
志
賀
小
学
校
の

遊
具
改
修
内
容
は
。

教
育
課
長　

全
遊
具
を
点
検

の
結
果
、
内
原
小
学
校
７
種

類
、
志
賀
小
学
校
８
種
類
に

つ
い
て
全
面
改
修
を
す
る
。

問　

そ
れ
ぞ
れ
学
校
別
の
予

算
枠
は
。

教
育
課
長　

内

原
小
学
校
が
４

２
１
万
６
千
円
、

志
賀
小
学
校
が

４
４
０
万
４
千

円
で
あ
る
。

問   

中
山
間
事

業
の
地
区
数
、

総
面
積
と
事
業

の
最
終
年
度
は
。

参
事
︵
産
業
振

 

興
担
当
︶
　

 

地
区
数
21
地
区
、

総
面
積
は
67
万

５
８
８
８
㎡
で

最
終
年
度
は
21

年
度
で
あ
る
。

問　

有
害
鳥
獣

報
償
金
60
万
円

の
増
額
理
由
と

現
在
の
状
況
は
。

参
事
︵
産
業
振

 

興
担
当
︶　
　

サ
ル
30
匹
分
の

増
額
補
正
で
あ

る
。

平
成
19
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
13
日
か
ら
20
日
ま
で

の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。

今
回
の
定
例
会
に
は
、
議
案
15
件
、
同
意
１
件
が
提
案
さ

れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
た
。

１９ 年 度 補 正 予 算

一 

般 

会 
計

既
定
の
予
算
額
に
１
４
３
８
万
５
千
円
を
追
加
し
、

総
額
37
億
２
１
７
７
万
６
千
円
と
す
る
。

議
会
中
継
用
カ
メ
ラ
設
置
工
事
費
３
５
０
万
円
、

内
原
・
志
賀
小
学
校
の
遊
具
改
修
工
事
費
８
６
２
万

円
、
人
事
院
勧
告
等
に
よ
る
一
般
職
員
人
件
費
２
６

９
万
円
９
千
円
の
増
額
等
。

主
な
補
正
内
容

現
在
の
状
況
は
、
サ
ル
37

匹
、
イ
ノ
シ
シ
１
０
５
頭
、

タ
ヌ
キ
・
ア
ラ
イ
グ
マ
で
75

頭
の
捕
獲
と
な
っ
て
い
る
。

改修予定の遊具

質 
疑
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今
回
の
教
育
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
委
員
の
う

ち
に
保
護
者
で
あ
る
者
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
保
護
者
で
あ

る
津
村
久
美
子
氏
を
任
命
す
る
た
め
、
議
会
の
同
意

を
求
め
ら
れ
た
。

現
教
育
委
員
の
鵜
上
桂
子
氏
は
、
任
期
満
了
の
た

め
退
任
さ
れ
た
。
長
い
間
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

問　

今
回
、
法
改
正
の
特
徴
は
何
か
。

総
務
政
策
課
長　

育
児
を
お
こ
な
う
職
員
が
、
職
務
生
活

と
家
庭
生
活
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
常
勤
職
員
の
ま

ま
１
週
間
あ
た
り
の
勤
務
時
間
を
短
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
の
導
入
で
あ
る
。

問　

業
務
に
支
障
は
な
い
の
か
。

総
務
政
策
課
長　

臨
時
職
員
の
雇
用
や
、
業
務
の
配
分
等

で
対
応
す
る
。

教
育
委
員
の

　
　
　

任
命
に
同
意津村　久美子　氏

条
例
改
正

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

少
子
化
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、
地
方
公
務
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
長
期
間
に
わ
た
る
育
児
と
仕
事
の
両
立
が
可

能
と
な
る
一
部
改
正
。

問　

こ
の
管
理
は
ど
こ
が
す
る
の
か
。

町
長　

住
民
福
祉
課
で
あ
る
。

日
高
町
住
民
公
園
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

高
家
下
水
処
理
場
施
設
隣
接
地
に
公
園
を
設
置

す
る
た
め
、
高
家
住
民
公
園
を
加
え
る
。

処理場に隣接する高家住民公園予定地
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温
泉
館
の
紹
介
を
実
施
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

町
内
の
高
齢
者
の
方
に

券
を
発
行
し
、
温
泉
館
に
気

軽
に
行
け
る
よ
う
な
方
法
を

考
え
て
は
。

町
長　

担
当
課
の
方
と
よ
く

検
討
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
実
施
し
て
い
く
か
、
十
分

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

全
職
員
に
回
数
券
の
購

入
を
お
願
い
し
て
は
。

町
長　

今
後
課
長
会
を
通
じ

て
職
員
に
協
力
を
お
願
い
し

て
い
き
た
い
。

問   
平
成
12
年
当
時
よ
り
、

燃
料
費
ま
た
水
道
料
金
も
大

幅
な
値
上
が
り
を
し
て
い
る
。

入
湯
料
金
は
、
現
在
の
ま

ま
で
良
い
か
、
値
上
げ
は
考

え
て
い
な
い
の
か
。

今
後
入
館

者
を
増
す
た

め
に
は
ど
の

よ
う
な
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
く

の
か
。

町
長　

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

や
雑
誌
に
よ

る
紹
介
、
ま

た
、
ほ
の
ぼ

の
日
高
に
よ

る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
の
実

施
を
し
て
お

り
、
テ
レ
ビ

や
雑
誌
、
広

告
等
に
よ
り

町
長　

燃
料
費
の
高
騰
に
よ

る
負
担
額
の
増
加
は
運
営
上

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
が
、
そ
の
た
め
日
高
管
内

の
同
類
施
設
の
関
係
者
と
の

話
し
合
い
も
含
め
検
討
を
行

っ
て
き
た
。

今
の
と
こ
ろ
他
町
で
は
、

公
共
施
設
の
性
格
上
、
直
ち

に
利
用
料
を
値
上
げ
す
る
考

え
は
な
い
。

問　

温
泉
館
海
の
里
の
開
館

時
は
福
祉
事
業
の
一
環
で
あ

る
と
言
い
な
が
ら
、
4
年
ほ

ど
前
よ
り
観
光
事
業
に
変
更

し
て
い
る
。

今
後
「
指
定
管
理
者
制

度
」
等
委
託
を
考
え
て
い
な

い
か
。

町
長　

18
年
度
よ
り
、
臨
時

職
員
に
変
更
し
た
た
め
、
大

幅
に
持
ち
出
し
が
縮
減
で
き
、

成
果
も
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
の
と
こ
ろ
町
直
営
の
現
体

制
で
運
営
を
行
っ
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後

運
営
に
つ
い
て
十
分
に
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　

平
成
12
年
に
開
館
、
入

館
者
が
10
万
人
台
を
突
破
し

て
い
た
が
、
平
成
13
年
度
を

ピ
ー
ク
に
平
成
14
か
ら
18
年

度
は
約
９
人
万
台
、
19
年
度

に
は
８
万
人
台
を
き
る
の
で

は
な
い
か
。

市
ノ
瀬　

進　

議
員

どのような PR をしていくか
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を
見
直
し
す
る
こ
と
が

主
な
項
目
で
あ
る
。

問　

防
災
計
画
は
地
勢

に
あ
っ
た
計
画
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
海
岸
部
に
お
い

て
は
、
9
集
落
を
結
ぶ

道
路
は
唯
一
県
道
御
坊

由
良
線
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
が
寸
断
さ
れ
れ

ば
集
落
は
た
ち
ま
ち
孤

立
す
る
。

一
刻
を
争
う
場
合
の

対
策
は
十
分
で
き
て
い

る
の
か
。

町
長　

そ
う
な
ら
な
い

よ
う
色
々
と
検
討
を
重

ね
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

問　

能
登
半
島
沖
地
震

の
教
訓
と
し
て
、
地
震

防
災
対
策
は
、
あ
ら
ゆ

る
こ
と
を
想
定
し
た
防
災
訓

練
、
避
難
訓
練
を
定
期
的
に

実
施
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
、
各
地
区
に
自

主
防
災
組
織
を
設
立
す
る
こ

と
が
最
も
大
事
で
あ
る
と
聞

い
た
が
、
当
町
の
対
策
、
取

り
組
み
は
。

町
長　

毎
年
1
回
防
災
週
間

に
合
わ
せ
て
、
職
員
非
常
召

集
、
消
火
訓
練
、
応
急
手
当

講
習
を
実
施
し
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

は
、
現
在
町
内
10
地
区
で
設

立
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
全

地
区
で
設
立
さ
れ
る
よ
う
努

力
す
る
。

問　

行
政
は
町
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
こ
と
が
最
大
の

問　

農
漁
業
が
年
々
衰
退
し

て
行
く
と
い
う
こ
と
は
、
町

の
活
力
も
減
退
し
、
日
高
町

が
衰
退
し
て
行
く
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
第
一
次
産
業
に
つ

い
て
、
ど
う
認
識
さ
れ
て
い

る
の
か
。

町
長　

重
要
で
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
の
活
性
化
の
た
め
、

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

問　

高
齢
化
、
後
継
者
不
足

と
厳
し
い
現
状
に
対
し
、
経

営
の
合
理
化
、
強
い
て
は
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
域
で
の
連
帯
意
識
を
高
め
、

個
人
経
営
か
ら
集
団
経
営
、

ま
た
は
会
社
経
営
な
ど
、
体

質
改
善
を
図
る
べ
き
と
考
え

る
。そ

の
た
め
の
行
政
の
支
援

が
不
可
欠
で
は
な
い
の
か
。

町
長　

お
互
い
に
取
り
組
む

事
業
に
つ
い
て
は
，
出
来
る

も
の
は
惜
し
み
な
い
協
力
を

し
た
い
。

問　

遅
れ
て
い
る
ソ
フ
ト
面

で
の
産
業
振
興
に
積
極
的
に

取
り
組
む
た
め
、
産
業
振
興

担
当
を
何
名
か
専
門
に
設
け

ら
れ
て
は
ど
う
か
。

町
長　

農
漁
業
の
振
興
の
た

め
、
十
分
検
討
し
、
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
。

使
命
で
あ
り
、
何
事
に
も
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
と
言
う
、

今
後
の
防
災
対
策
へ
の
覚
悟

の
程
は
。

町
長　

今
後
も
危
機
感
を
も

っ
て
万
全
を
期
す
。

問　

学
校
で
は
年
２
〜
3
回

火
災
訓
練
、
地
震
訓
練
な
ど

実
施
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で

あ
る
が
、
登
下
校
中
に
地
震

が
起
こ
っ
た
場
合
の
指
導
は
。

教
育
長　

物
の
近
く
に
寄
ら

な
い
、
広
い
場
所
・
田
ん
ぼ

等
へ
逃
げ
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
る
。

問　

平
成
9
年
に
地
域
防
災

計
画
が
策
定
さ
れ
、
本
年
度
、

見
直
し
中
で
す
が
、
近
い
将

来
必
ず
起
こ
る
で
あ
ろ
う
と

さ
れ
る
東
南
海
、
南
海
地
震
、

今
回
の
見
直
し
の
中
で
大
き

な
修
正
は
あ
る
の
か
。

町
長   

減
災
対
策
の
設
定
、

災
害
対
策
本
部
体
制
の
見
直

し
な
ど
、
町
の
警
戒
体
制
等

楠　新一　議員

災害時用資機材
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問　

国
民
健
康
保
険
か
ら
脱

退
し
て
後
期
高
齢
者
医
療
へ

移
る
人
数
は
。

税
務
課
長　

現
在
の
国
保
被

保
険
者
３
２
５
６
名
の
う
ち

75
歳
以
上
８
２
３
名
が
移
行

す
る
。

問　

国
保
税
収
の
う
ち
資
産

割
額
の
減
収
見
込
み
は
。

税
務
課
長　

資
産
割
へ
の
影

響
の
試
算
で
は
、
40
％
程
度

減
収
が
見
込
ま
れ
る
。

問　

所
得
割
税
率
の
上
が
る

可
能
性
は
。

税
務
課
長　

上
げ
ざ
る
を
得

な
い
と
思
わ
れ
る
。

問　

こ
れ
ま
で
75
歳
以
上
の

人
に
対
し
て
は
資
格
証
の
発

行
（
医
療
保
険
証
の
取
り
上

げ
で
窓
口
負
担
が
10
割
と
な

る
）
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
保
険
料
を

滞
納
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
る
人
に
資
格
証
発
行
は

す
べ
き
で
は
な
い
。

町
長　

法
律
で
発
行
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
た
。

滞
納
者
の
生
活
状
況
を
把

握
し
、
広
域
連
合
と
十
分
協

議
し
て
、
発
行
に
つ
い
て
決

定
し
た
い
。

問　

75
歳
以
上
の
人
に
つ
い

て
、
１
ヵ
月
あ
た
り
の
治
療

の
上
限
を
設
け
る
方
向
で
診

療
報
酬
の
検
討
が
進
ん
で
い

る
。こ

の
「
包
括
払
い
制
度
」

は
問
題
だ
と
思
う
が
。

町
長　

現
在
、
国
に
お
い
て

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢

者
の
方
が
高
度
の
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
状
況

を
見
守
り
た
い
。

問　

基
本
健
診
は
ど
う
変
わ

る
。

住
民
福
祉
課
長　

後
期
高
齢

者
医
療
保
険
（
75
歳
以
上
の

す
べ
て
の
人
）
、
健
保
（
家

族
も
含
む
）
加
入
者
は
医
療

機
関
で
の
個
別
健
診
と
な
る
。

国
保
加
入
者
は
地
域
で
の

集
団
健
診
と
医
療
機
関
で
の

個
別
健
診
と
な
る
。

問　

保
険
料
や
医
療
の
中
身

の
問
題
等
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
あ
る
。

や
は
り
今
、
中
止
・
撤
回

を
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

町
長　

高
齢
者
福
祉
を
預
か

る
者
と
し
て
心
痛
む
思
い
で

一
杯
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
が
定
め
た
施

策
や
法
律
は
遵
守
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問　

４
月
、
県
立
日
高
高
校

に
附
属
中
学
校
が
開
設
さ
れ

る
。日

高
郡
市
の
６
年
生
の
児

童
数
（
８
４
４
人
）
と
附
属

中
学
校
の
定
員
（
80
人
）
を

考
え
る
と
、
１
割
弱
の
児
童

が
附
属
中
学
校
へ
入
学
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

日
高
中
学
の
学
級
編
成
や

児
童
生
徒
に
与
え
る
影
響
等
、

ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
も

た
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

３
ク
ラ
ス
か
ら
２

ク
ラ
ス
に
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

中
学
校
に
対
し
て
「
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
」
「
生
徒

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
」
を
指
導
し
て
い
る
。

問　

今
後
の
学
校
で
の
取
り

組
み
に
対
し
て
予
算
的
な
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
。

教
育
長　

育
委
員
会
か
ら
要

請
が
あ
れ
ば
、
十
分
検
討
し

た
い
。

日高高校に県立中学校が開設される

西
岡　

佳
奈
子　

議
員
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未
整
備
区
間
が
多
く
、
道
路

整
備
を
求
め
る
町
民
の
声
に

は
切
実
な
も
の
が
あ
る
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
救

急
活
動
や
救
援
物
資
の
緊
急

輸
送
を
担
う
道
路
の
整
備
な

ど
の
防
災
対
策
も
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
実
情
に
鑑
み
、

今
後
と
も
地
方
に
と
っ
て
必

要
な
道
路
整
備
が
、
よ
り
一

層
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
留
意
さ
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

①　

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
道
路
網

整
備
の
実
情
に
配
慮
し
、
地

方
が
真
に
必
要
と
す
る
道
路

整
備
を
遅
ら
せ
な
い
こ
と
。

す
べ
て
道

路
整
備
を

推
進
す
る

た
め
に
充

て
る
こ
と
。

西
岡　

佳
奈
子　

議
員

地
方
の
道
路
整
備
は
今
後
も
促
進
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
財
源
確
保
は
国
が
責
任
を
持
っ
て
お
こ
な
う
べ
き
で

あ
る
。
し
か
し
、
道
路
特
定
財
源
に
つ
い
て
は
、
制
度
を

堅
持
し
て
い
く
こ
と
が
地
方
の
道
路
整
備
に
は
つ
な
が
ら

ず
、
無
駄
な
公
共
事
業
の
財
源
に
な
る
等
の
問
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
意
見
書
に
反
対
す
る
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

西
岡　

佳
奈
子　

議
員

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が

あ
る
。
こ
の
制
度
が
始
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
75
才
以

上
の
人
が
、
地
域
で
安
心
し
て
医
療
に
か
か
り
、
健
康

な
生
活
を
送
る
た
め
の
保
障
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
か
ら
、
こ
の
請
願
に
賛
成
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
た
。

大
変
多
く
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
に
堪
え
ら

れ
な
い
高
負
担
を
押
し
つ
け
、
医
療
か
ら
排

除
す
る
も
の
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
地
方
自
治
法
第
99
条
に
も

と
づ
き
内
閣
総
理
大
臣
並
び
に
厚
生
労
働
大

臣
に
対
す
る
意
見
書
を
決
議
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
請
願
い
た
し
ま
す
。

道
路
は

最
も
基
本

的
な
社
会

基
盤
で
あ

り
、
当
町

に
と
っ
て

は
、
道
路

に
対
す
る

依
存
度
が

高
い
中
、

②　

大
規
模
災
害
に
お
け
る

緊
急
輸
送
機
能
を
確
保
す
る

こ
と
。

③　

遅
れ
て
い
る
地
方
の
道

路
整
備
を
促
進
す
る
た
め
道

路
特
定
財
源
諸
税
の
暫
定
税

率
を
10
年
間
延
長
す
る
と
と

も
に
、
受
益
者
負
担
の
趣
旨

に
そ
ぐ
わ
な
い
一
般
財
源
化

や
転
用
を
す
る
こ
と
な
く
、

地
方
の
道
路
整
備
の
促
進
と
財
源
確
保
を
求
め
る
意
見
書　

可
決

反
対
討
論

特定財源に関係ある県道改良工事（原谷地内）

後期高齢者医療保険制度の
　　　　中止・撤回を求める請願　否決賛

成
討
論

〔
請
願
趣
旨
〕

〔
請
願
事
項
〕

１　

新
た
な
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

は
中
止
・
撤
回
す
る
こ
と
。

２　

70
歳
〜
74
歳
の
窓
口
負
担
の
２
割
へ

の
引
き
上
げ
を
や
め
る
こ
と
。

３　

医
療
に
使
う
国
の
予
算
を
増
や
し
て
、

高
齢
者
・
国
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
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両
委
員
会
は
、

10
月
30
・
31
日

と
石
川
県
輪
島

市
に
お
い
て
、

地
震
発
生
後
、

「
町
の
復
旧
・

復
興
そ
し
て
さ

ら
な
る
発
展
へ
」
と
の
テ
ー

マ
で
視
察
を
行
っ
た
。

担
当
の
方
か
ら
、
輪
島
市

の
実
体
験
を
元
に
以
下
の
よ

う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
説
明

を
聞
い
た
。

①　

地
震
発
生

後
、
で
き
る
だ

け
早
い
段
階
で
、

町
と
し
て
当
面

ど
の
よ
う
に
す

る
か
を
広
報
し

た
。

②　

情
報
等
に

つ
い
て
は
、
固

定
・
携
帯
電
話

等
の
使
用
が
で

き
な
く
な
る
。

ま
た
、
つ
な

が
り
に
く
く
な

る
こ
と
も
想
定

し
、
無
線
機
を

本
部
お
よ
び
各

地
区
に
事
前
に

整
備
し
て
お
く
。

③　

他
の
自
治

体
と
の
災
害
協

定
を
結
ぶ
こ
と

が
、
経
費
の
面

で
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
。

④　

避
難
場
所

と
し
て
の
指
定

る
た
め
に

家
屋
被
害

状
況
調
査

の
実
施
が

平
行
し
て

行
わ
れ
た
。

⑩　

大
き

く
捉
え
て
、

観
光
あ
っ

て
の
輪
島

市
だ
け
に
、

伝
統
産
業

・
地
場
産

業
の
打
撃

が
大
き
い
。

現
時
点
で
は
地
震
発
生
前

の
約
７
割
の
観
光
客
数
、
売

り
上
げ
で
は
半
分
以
下
で
あ

る
。今

後
の
計
画
は
、
復
旧
・

復
興
に
当
た
っ
て
は
生
活
の

再
建
を
第
一
に
、
福
祉
環
境

等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

道
路
・
上
下
水
道
な
ど
の
都

市
基
盤
の
整
備
や
伝
統
産
業

な
ど
、
地
場
産
業
の
再
生
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
伝

統
文
化
な
ど
を
一
体
的
に
再

生
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

な
る
。

委
員
会
は
、
以
上
の
こ
と

を
参
考
に
防
災
機
材
等
の
再

確
認
を
す
る
と
と
も
に
、
防

災
訓
練
・
避
難
訓
練
を
あ
ら

ゆ
る
こ
と
を
想
定
し
た
中
で

定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

ま
た
、
各
種
団
体
・
自
主

防
災
組
織
へ
の
働
き
か
け
、

そ
し
て
全
住
民
が
危
機
意
識

を
常
に
持
つ
こ
と
で
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
ま
と
め
た
。

ト
イ
レ
で
対
応
す
る
が
苦
情

は
絶
え
な
か
っ
た
。

⑥　

高
齢
者
要
支
援
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
い
た
か
ら
、
一

人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
方
々

が
行
方
不
明
か
ど
う
か
短
時

間
で
把
握
で
き
た
。

⑦　

マ
ス
コ
ミ
対
策
に
つ
い

て
は
、
立
場
の
違
い
か
ら
生

じ
る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
。

⑧　

被
災
者
か
ら
の
様
々
な

不
安
の
中
か
ら
出
る
要
求
・

苦
情
へ
の
対
応
が
非
常
に
大

変
。

⑨　

２
次
災
害
を
防
ぐ
た
め

に
、
建
築
物
危
険
度
判
定
の

実
施
、
り
災
証
明
等
発
行
す

場
所
以
外
に
３
〜
４
倍
に
も

避
難
場
所
が
増
え
る
こ
と
で

情
報
の
収
集
等
が
大
変
だ
。

⑤　

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、

下
水
管
が
破
壊
さ
れ
る
と
復

旧
ま
で
に
相
当
な
日
数
が
必

要
に
な
り
、
そ
の
間
、
仮
設

編 

集 

後 

記
この広報紙は再生紙を使用しています。

謹
賀
新
年

新
春
を
迎
え
、
皆
々
様

の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
か
ら
議
会
中
継
が

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま
す
が
、

議
会
だ
よ
り
も
、
よ
り
身
近

な
情
報
誌
と
し
て
、
ネ
コ
に

負
け
な
い
ネ
ズ
ミ
に
な
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

楠　

新
一

商店街の状況（ 平成１９年３月２５日発生直後）

家屋倒壊現場（平成１９年３月２５日発生直後）


